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IT活用はビジネス戦略を遂行する上で、
必要不可欠だ。これはどの業種にもあ
てはまるが、特に金融分野においては、
サービスの付加価値向上に向けた活用
が積極的に進められている。そこで、金

楠：	成毛さんとは、もう十何年のお

付き合いで、いろいろなことがありま

した。

　マイクロソフトを離れてから金融に

近い分野で仕事をしていらっしゃいま

すね。

成毛：	いわゆるブティック・インベ

ストメント・バンクみたいなビジネス

をしようと思って、インスパイアを立

ち上げました。

楠：	金融、 I Tのいずれにもプロ

フェッショナルということですね。私

達は金融ITを標榜していますので、是

非、成毛さんの観点でのトピックスを

幾つかご紹介いただければと思ってい

ます。

成毛：	マイクロソフトを辞めて７年

になります。その間、マイクロソフト

の時の仲間も結構辞めていて、いろい

ろな仕事をしています。その仲間が、

いわゆるネタを持ってくるんですよ。

その中で、金融まわりのITの話が幾何

級数的に増えていますね。よほど金融

業界がテクノロジーとしてのITとか、

コンセプトとしてのITとかに飢えてい

るのか、またはIT業界が行き場所を

失って、金融に走っているのかのどち

らかでしょう。

　ほとんどの案件はweb 2.0まわり

です。web 2.0の金融業界への適用

というテーマが自然発生的に増えてき

ている感じがします。

楠：	web 2.0ということは、ウェブ

サービスとか、基盤系、ミドル系のネ

タということですか。

成毛：	2つあると思います。１つは、

ミドル系、もう１つは、ユーザーがイ

ンターネットバンキングとか携帯バン

キングを使う際、アプリケーションを

ダウンロードしないで、ブラウザだけ

で使うことを可能にするものです。ユ

ビキタスのイメージがすごく強くなっ

てきていると思います。ユーザーイン

ターフェースとしてのweb 2.0と、

ミドルとしての2.0という、要する

に、レガシーとネットをつなぐ意味で

のweb 2.0の2つの側面があると思い

ます。

　まじめな話、多くの大企業がセール

スフォース・ドットコムを使っていま

す。これは、やはりSaaSだからとい

うことが大きいでしょう。その中に

FX（為替）のプッシュ情報を組み込ん

でしまうといった、そんなweb2.0の

利用形態が売れていますよね。逆に、

web2.0ではないと組み込めないです

からね。

楠：	セールスフォース・ドットコム

は、日本でも伸びると思いますか？ 

成毛：	セールスフォースとかNet	

Suiteとか、SaaSまわりは全体の２

割ぐらいのシェアを取ると思います。

実際NetSuiteも売れてるし。

楠：	導入企業にとって、SaaSなら

サービス開始までの時間短縮が図れま

すからね。

金融ITはweb2.0系の
話題が多い

代表取締役社長

株式会社インスパイア
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融、ITの両分野においてプロフェショナ
ルであるインスパイア代表取締役社長
の成毛眞氏に、今後期待されるIT活用に
ついて語っていただいた。

ものは金融業界にはないですね。

成毛：	nanacoをはじめとした電子マ

ネーは、今は流通システムの位置づけ

でしょ。でも、流通業も金融業になっ

てきたし、金融システムという意味で

の可能性がどんどん広がりますよね。

　今、社会や制度の変化が激しいの

で、それに対応したITの活用は期待で

きますよね。

楠：	変化という意味では、今年6月か

ら、野村證券が店頭のATMを順次廃

止してます。その代わりに、セブン銀

行のATMを入れています。だから、

野村證券の店頭にセブン銀行ができ

ちゃうんです。

成毛：	シュールだなあ。まさか、野

村が、そのうちにあんパンとか作りだ

してセブンで売るといった、オチがあ

るの？

楠：	野村證券としては、ATMの維持

費はすごく掛かりますから、これが一

気に解消されます。

成毛：	そうですよね。本来、ATMは

ではイノベーションと呼べるものがあ

るかもしれないけれど、メディアが喜

びそうなものは、これからはもう出て

こないんじゃないかな。

　でも、本業の商品のブラッシュアッ

プとしてのIT活用は増えていくと思

う。だから、営業企画部門とかが真剣

に取り組むのでしょう。

楠：	何か変えていくというメディア

的なメッセージからすると、「おサイ

フケータイ」みたいな、目の前にある

デバイスから変わっていくケースは多

いですよね。

成毛：	そうですね。非IT企業がITの

デバイスとかシステムを使って自分の

商品の中の付加価値として組み込むと

いうのは、今後、いっぱい出てくるん

じゃないですか。その１つは、電子マ

ネーでしょう。nanacoとか。

楠：	セブンイレブンのnanacoは、爆

発的に伸びてますね。発行から80日

目で発行枚数が400万件を突破した

と聞きました。あんな数で伸びていく

成毛：	しかも、レガシーのシステム

にサーバーを１台、物理的につなげる

だけで何とかなる訳ですから。

楠：	レガシーのシステムをそのまま

にしておける、というのがまた魅力な

んでしょうね。

楠：	金融業界の中で見ていますと、

旧来のITというのは、システム部がい

て、メーンフレームがあって、データ

センターの中にある、というイメージ

のものだったわけですが、それがユー

ザーのためのものになってきている。

ITを真剣に考えるのが、システム部門

よりも、例えば営業企画部門だった

り、運用会社のフロントの人間であっ

たり、そういった傾向が随所で見られ

ます。

成毛：	基幹系とか情報系のシステム

については、いわゆる経営学的な意味

主流は営業企画部門発の
IT戦略

金融ITイノベーションセンター長
兼　証券システム事業本部副本部長

3Financial  Information Technology  Focus 2007.11



Makoto Naruke

基幹系とか情報系のシステムではなく、
本業の商品のブラッシュアップとしての
IT活用が増えていくと思います。

証券会社が支払うべきコストじゃない

ですからね。

楠：	お客様にとっても、セブン銀行

が提携している金融機関のカードが使

えるようになりますから、利便性がか

なり増しますしね。

成毛：	公共料金の支払いまでできま

すよと。

楠：	ええ。nanacoの入金もできると。

成毛：	やっぱり、シュールだと思う。

楠：	これは結構画期的ですね。現

　国ごとの文化の違いを理解するのは

大変なことだけれども、エンジニア

の活用において、国の分散も必要だと

思っています。みんなが ｢インド｣ と

いうから「インド」、「中国」というから

「中国」というのでは駄目ですよね。

　金融サービスそのものがグローバル

化しており、ITはそのサービスを支え

るという以上の役割を担っていると思

います。ITは金融サービスの戦略の一

部になってきていると考えています。

ですから、金融ITの生産現場もグロー

バル化していく必要があると考えてい

ます。

楠：	金融に限定しなくてもいいので

すが、IT活用において今後有望と思わ

れるビジネス、成毛さんが注目してい

るビジネスはありますか？ 

成毛：	そういう意味では、IT業界そ

のものが新しい産業なんじゃないで

すか。

楠：	成毛さんがインスパイアを設立

された当初、コンサルティングや投資

対象となる業種は、IT業界以外とおっ

在、順次導入していて、年内にはかな

り置き換わる。

成毛：	10年後、20年後がどのよう

になっているか楽しみですね。

成毛：	銀行システムに限らず、金融シ

ステムはかなり人手を要すると思いま

す。日本人だけでは足りないですよね。

　NRIさんは、日本以外で人材活用を

しているのですか？

楠：	NRIは、もっぱら中国ですね。

今、延べ1万人位の中国人エンジニア

を使っています。

成毛：	すごい。NRI全体でですか？

金融部門だけ？

楠：	全体でです。でも大体3分の2が

金融ですから。

成毛：	場所はどこですか？

楠：	北京も、上海も、大連も。

成毛：	分散しているんですね。イン

ド、ベトナム、ロシア、北欧にも、か

なり天才がいるらしいですね。IQが

170とか。

楠：	そうみたいですね。とんでもな

い天才がいますよね。

海外エンジニアの活用

IT業界のIT化が必須
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Shin Kusunoki

金融サービスそのものがグローバル化しており、
ITはそのサービスを支えるという以上の

役割を担っていると思います。

しゃっていましたよね。

成毛：	そうですね。IT業界に期待が

もてなかったからです。しかし、IT業

界以外の企業に、コンサルティングな

どを通して接する中で、ビジネスを成

功させる上で、ITはなくてはならない

もの、というのは実感しました。

　最近IT企業にも出資しましたよ。

楠：	成毛さんのお眼鏡にかなったIT

企業というのは興味深いですね。

成毛：	その会社の視点が面白いか

ら。　「ナレッジデータベース」という

会社で、現役京大生が社長をしてま

す。1年前位から有限会社として活動

していて、今年の5月から株式会社に

なりました。正社員5名、アルバイト

25名です。

　「IT業界が一番IT化していない」、と

いう視点にたっているんです。

　IT業界は、ITを使って仕事をしてい

ない。IT業界がITをやるという、ITを

使って何とかするという、そういう

フェーズに入ってきている。

楠：	IT業界のIT化？　金融業界をIT化

している場合じゃないぞと。IT業界が

IT化しろと。

成毛：	彼らに色々聞いていくと、IT

業界のプログラマーというかSEは、

すので、日本国内だけでは、成長性に

限界がある。今後はグローバル展開に

期待したいところですね。

楠：	金融ITもそれに、同じことが言

えるということですね。

　本日は、お忙しいところ、ありがと

うございました。

（本文中敬称略）

かなりの時間を検索に使っているん

です。

　なぜ時間を要するかというと、SE

はプロとしての情報を得よう検索して

いるのに、出てくるのは個人ユーザー

のブログばかりだからです。それを排

除するのに手間がかかっている。そこ

で、ナレッジデータベースがやってい

ることは、個人ブログを全部排除し

て、プロが使って意味がありそうなサ

イトを全自動で検索するサービスなん

です。まだ英語版しかないけど。

　全世界のIT業界がググって、個人ブ

ログの海をかき分けながら自分に必

要なクラス・ライブラリーを探しにい

く、といった非効率を直してあげよう

というのが、ナレッジデータベースの

サービスの一つです。

　というわけで、IT業界はもうちょっ

とIT化する余地があるのではない

かと。

　あとは、金融も面白いと思っていま

す。金融といっても、ファンドとか、

事業法人による金融とか、総合商社が

手がける金融とかです。

楠：	既存の金融機関はいかがですか？

成毛：	日本は、全世界のGDPの

11%を切ってしまいましたよね。で
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